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9/16(土)晴れ時々曇り 
 
02:00起床 
02:30 ﾙｵﾏﾝﾛｯｼﾞ発 
☆ｱｸﾞﾘﾊﾟｰｸ道の駅で吉
田有希と再会(偶然) 
04:50札内ﾀﾞﾑP着 
05:15ﾀﾞﾑP発 
06:30林道終点着 
06:50林道終点発 
08:37八ノ沢出合 
08:50八ノ沢テン場着 
09:00テン場発 
☆熊出没(壮也目撃) 
11:30三股着 
12:50 1,300ｍ着 
13:50八ノ沢カール着 
14:00～17:00 
テント設営・夕食・語らい 
17:00就寝 
 

9/17(日)晴れ時々曇り 
 
03:00起床 
04:00発 
04:40稜線着 
05:05日の出 
05:40カムエク登頂 
06:00発 
07:00カールてん場着 
07:15てん場発 
10:00三股着 
12:15八ノ沢出合 
12:30発 
13:50林道終点着 
14:00林道終点発 
15:15札内ﾀﾞﾑP着 
車移動 
17:30足寄温泉着 
18:30ぎまんち着 
19:00漁火着 
 

町田 修 岸上 薫 谷口壮耶  
SL西川徹朗  津田廣一 
 金子 清  吉田有希 
永田恵利佳  永井美樹  
小田祐子 澤田 愛 
常脇佐知子 町田 修(記)  

北海道 日高山脈 

カムイエクウチカウシ 

日高山脈の名峰(難峰)にチャレンジ&親睦登山 

9/16(土):ルオマンロッジを早朝２時30分に札内川登山口目指して出発する。長い１日の始まりだ。ナビは
２桁台km先の右左折をコールする。道の駅「ｱｸﾞﾘﾊﾟｰｸ」で偶然、登山口で合流予定の吉田有希に会う。 
 林道終点の札内川状態でgo or notを決めるべくスタートする。林道を1.5時間歩きいよいよ渡渉の始まりだ。
札内川ダムの流入量、1桁台が遡行の目安だが11.84m3/sと、かなり水量は多く流れも速い。が、行けそう
だ！Go！判断が出る。スクラムを組み流れに抗いながら本流の股下の渡渉を繰り返し、八ノ沢出会いに着く。
トップの壮也から熊情報が飛び込む。メンバーは緊張の面持ち、熊笛を吹きながら渡渉を繰り返し、三股に到着。
既に2張りテントが張られていた。ここから滝の連続、左岸の悪路の巻き道、標高差500mを登り切りカールに到
着。テン場に3張設営。沢足袋を脱ぎ、僅かなお酒でくつろぐ。明日の早朝アタックに備え、早々に寝る。 
9/17(日):4時発。星が輝いている。天気は良さそうだ。朝露のカールから1,700ｍのコルに出る。ピラミッドピー
クの左肩辺りから朝日が登る。何とも神々しい。カールから下は雲海の中だ。這松を掻き分け、岩稜の尾根を登
ると、カールとバットレスを構えた山容に似合わない、カムエクの山頂がひっそりと三角点を抱えていた。素晴らしい
仲間たちと登頂を祝福する。北方には幌尻岳が大きく構えている。南は襟裳岬に続く山並みが永遠と伸びていた。 
 カールに降り、テントを撤収し、左岸の悪路を慎重にこなし三股に着く。八ノ沢出会いまで幾度となく渡渉を繰り
返す。本流の札内川は水量も減り、昨日の勢いは失せていた(8.64m3/s)。渡渉をこなし、熊を威嚇し、仲間
をカバーしながらの登頂と、無事に降り切った充実感で感無量のカムイエクウチカウシ山を終えた。素晴らしい2日
間だった。打ち上げの「漁火」で次のターゲットが決まった。暑寒別岳と、ぎまんち夫婦参加の尻別羊蹄山だ。 

9  26 

1,979ｍ 

「北の愉快な仲間たち」の北海道山行が始まって4年目になる。幌尻岳・石狩岳・ニペソツ山、そして 

カムイエクウチカウシ山1,979ｍが今年のターゲットだ。最も魅力的で難度の高い山に12名の仲間が揃った。 

二百名山の中でも最難関といわれるカムエク(ハムエッグ)への挑戦は１年前に決まった。沢、熊、ロングと悪条件が
揃っており、さすがに全員で行くのは無理かなと思っていたが、全員が挑戦したいとの決意を伝えてくれたので全員登
頂で計画を作成。直近の１週間で天気予報やダムの流量も変わり難しい判断を迫られたが、初心に戻って最初
から諦めるのでは現地判断とした事が良かった。全員の協力で成し遂げた登頂です。ハムエッグ登頂 バンザーイ！ 
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恵利佳さん・美樹さん 

ルオマンロッジ／BBQ 

苫小牧で仕入れたホッキ貝 肉屋で仕入れた鹿肉 

厚切りステーキ 

西川さんたちがトマム方面の 
山スキーでお世話になる 
ガイドの方（国さん）の宿 
「ルオマンロッジ」で、苫小牧で 
仕入れた海鮮とメロン、途中 
の肉屋で仕入れた鹿肉と国 
さん差し入れの野菜で腹を 
太らす。 
 
カムエク登頂へ向け、BBQで 
チームワーク向上と体力UP! 
 
  ほんまかいな？？ 
 
 

9月15日（金）前夜祭 

差し入れの 
  野菜 
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１日目：久しぶりに、テント泊の荷物を背負っての山行となり暑さも
相まって、コースタイムが伸びませんでした。爺ケ岳南峰到着後は、
テント場の場所取りの事もあり先発隊（岸上さん、谷川さん）と後発
退（山口さん、小栗）に別れて進む事になった。直前の辞退者がい
たため、V8のテントを張る場所が必要だったのだが、先発隊のおか

げで無事にテント場を確保でき、快適なテント場での活動ができま
した。後発退は小栗が高山病になってしまい、テント場到着に先発
隊の＋1時間以上を要してしまった。体力づくりだけではなく、高山

病対策の必要を痛感しました。テント場では、食料担当の山口さん
の料理がとても美味しく、持って行ったトランプでの大貧民大会もあ
りとても楽しい宴会になりました。テントが広かったこともあり、全員
十分な睡眠＆休養が取れて翌日の山行には全員が万全の体調で
臨むことができました。2日目：飲みすぎたが、グッスリ寝て朝4時起

床。朝のハイキングロードのような稜線は花が綺麗で、立山連峰も
雲海の中に見え、素晴らしい。鹿島槍ヶ岳南峰までコースタイム２
時間だが１時間20分程で到着、さて次は北峰で25分とあるが、これ

が嘘ばっかり。久しぶりの岩稜地帯で目が眩んだ。倍の時間をか
けてやっと登頂。充実感のあるルートだ。なるほど南峰も北峰から
みると槍ヶ岳の。種池山荘はピザが美味しそうだが、それを横目に
ひたすら下るように尖ってる。後は爺ヶ岳の中蜂を越えて、ひたす
ら下る。雨もあって時々滑る。一度こけそうになってポールが曲
がった。そんなこんなで13時30分には無事下山完了。素晴らしい

山行を共にした仲間に感謝です。注意点はこの季節、アブ・ブヨに
刺されるので、肌露出少な目とステロイド薬は必須です。 

9月16日（土）カムエク カールBCへ 

林道終点／ここから札内川へ 流れの速い沢はスクラムで 八ノ沢出合 

カールへ続く八ノ沢上部 

これから八ノ沢核心部へ 

カムエクバットレス 
八ノ沢カールのBC 

お疲れ様！ 
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9月17日（日）カムエク登頂 

ピラミッドピークを背に 
   カムエクへの岩稜を登る 

素晴らしい仲間たち／カムエク山頂 

荘厳な日の出とピラミッドピーク 陽気な3G 

フィナーレの渡渉 
ぎまんちで打ち上げ 

日の出のコルで 


